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5個のますを並べ,ます|の1中1こ 1か|1準|1自然数を1つずつ書き

入れていく。例えば,2段 目の左から

`番

目のますに書かれた数

は8であり,3段 目の右端のますに書かれた数は13である。この

とき,次め(1)～(3)の問|ヽに答えなさ
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(3)図 1の ます目め中から,‐右の図2の ように並ぶ4個のますを大枠で囲み,

それぞれのますに書かれた数を,小さい順IF α,め ,`,・イとする■例

えば,図 1のよう|に ,岬 ?事すを大枠で囲むと,α =7:ら 〒11,.`〒 12,

ィ=16となる。|?||:■姿?9,②の問
いに答えなさtヽ。 | |

|‐
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① 太枠で囲んだ4 4Elの ますに書かれた数の和を,αを用いて表しなさい。
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(3)図 1の円柱の側面にい燎Aから点Dまで側面を半周するように線をり|き ,その線に沿らて側面を,‐

一

 .

展開したところ,下の図4のような平行lylJ辺形P Q R SIになつた。平行幽辺形PQRSめ対角線の|
交点を0と する。点0を通り辺PSに垂直な直線と,辺 PS,QRと の交点をそれぞれT,Uと

し,点 0を通り辺PSに平行な直線と,辺 PQ, SRと の交点をそれぞれV,Wと する。下の図5
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